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✔ 20 ✔ 29
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Country Min Action Country Min Action

CHN 9 FG

CHN 42 FG

5 4

2 2

次戦（第2戦）　4月6日（日） 12：00  ～　日本 対 オーストラリア 記載責任者：マネージャー　前田夏希
校閲：女子監督　　柳　承辰

野村　香奈

LIANG MEIYU

LI DONGXIAO(GK)

GUO JIAJIA(GK)

HUANG TING

DE JIAOJIAO

G53

XU XIAOXU G64

JIANG AILIN

PENG YANG

ZHANG XIAOXUE

LIU PAN

CUI QIUXIA（C)

- CHINA

-

CardName

永井　葉月

中川 未由希（Ｃ）

中国日本 Full Time

JAPAN Half Time

NZ 6Nations Tournament
日    付 2014年4月5日 12:00～13:30

RESULT

坂井　志帆

錦織　えみ

Name

大家　涼子（GK)

Card

Country

場　　所 晴れ
第１戦 日本　１敗　試    合

Country

通算結果
天      候ニュージーランド／ネイピア

WANG MENGYU

永井　友理

新井　麻月

西村　綾加

大田　昭子

小野 真由美

真野　由佳梨

WU MENGRONG

YAN YAN

GU BINGFENG

監督

吉川　由華（GK)

大塚　志穂

浅井 悠由

柴田　あかね

眞鍋　敬子

及川　栞

Score

UMPIRE BENNETT KAREN(NZL)

SUN XIAO

WANG NA

XI XIAYUN

G23

UMPIRE KANG HYUN HEE(KOR)

ZHANG XIAOXUE 0-1

柳　承辰 監督 YOU BAODONG

Name Score Name

PENG YANG 0-2

ニュージーランド6ヶ国大会の初戦は、世界ランキング7位の中国との対戦である。
（前半）
日本のセンターパスにより試合は開始された。日本は開始早々から攻撃をしかけ、2分、日本はベースラインからドリブルでサークルエントリーし、ゴール前に得点チャンスの
パスを出すが、ゴール前の競り合いで柴田のタッチは惜しくも枠を捉えることができない。その2分後、相手のカウンター攻撃からマークのズレが生じ、サークル内で簡単にPC
を与える。1本目は1番騎の野村の体に当たりアゲインとされたが、日本は得点を許さない。しかし、9分、自陣のアウトレットゾーンでボールを奪われ、ゴール前までパスが通
り、ZHANG XIAOXUEにダイレクトシュートで決められ、先制点を許す。それから日本は反撃に出る。19分、左ロングコーナーからペアパスで崩した日本はそのままサークルエ
ントリーし、最後に真野がGKをかわしてヒットシュート放つが、枠を捉えることができない。その後も日本の攻撃の時間帯が続き、32分、日本はPCのチャンスを獲得する。浅井
のヒットシュートはGKのセーブにより得点には至らず。シュートチャンスを何度も作った日本だが、決めきることができず0-1で前半を折り返す。
（後半）
1点ビハインドで迎えた後半、まずは同点に追いつきたい日本は、前線へのパスを増やすが、なかなか繋げることができない。逆に42分、中国に自陣の右サイドでインターセプ
トをされ、サークル内でリードしたPENG YANGにパスがわたり、リバースヒットを決められ、2失点目。日本は失点後、攻撃の糸口が見つからず、なかなかチャンスをつかめな
い。そんな中、浅井が中央からドリブル突破をし、そのままヒットシュート。GKが弾いたボールを柴田がリバウンドシュートするも、枠を捉えることができない。63分、日本は強み
であるベースラインでのコンビネーションプレーで相手の反則を取り、PCを獲得。しかし、チャンスをモノにすることができない。そのまま中国に対し、得点を決めることができ
ず、試合は終了。6ヶ国大会の初戦は黒星スタートとなった。明日のオーストラリア戦では、前回のテストマッチの経験を十分に活かし、勝利を目指す。

日本
シュート数

中国
PC数


